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「日本の旅客船Ⅲ」の取材で、近場ですが、天橋立と玄武洞にでかけました。堺の自宅か

ら車で 3 時間ほどの距離です。 

京都府の天橋立では、丹後海陸交通の運航する天橋立観光船が 4 隻体制で運航されてい

ます。かつて発行されていた「フェリー・旅客船ガイド」の中では、定期船ではなく、遊覧

船に分類されていて「日本の旅客船Ⅲ」に取り上げるべきかどうか迷っていたのですが、イ

ンターネットで調べてみると、天橋立桟橋と一の宮桟橋間を時刻表が表示されて運航が行

われ、一の宮と宮津間にも就航していることがわかり、片道の乗船が基本となっているので、

定期船として取り上げることにしました。以前に、4 隻のうち 2 隻の写真は撮っていたので

すが、残りの 2 隻の撮影ができていませんでした。 

また、ここから県境を越えて兵庫県に入ると、玄武洞渡船があり、これもまだ見たことが

ありませんでした。こちらは、行ってみると船が修理中で会うことはできませんでしたが、

運航する玄武洞ミュージアムの係員の方から、この渡船の歴史等を教えていただくことが

できました。同ミュージアムの展示の中には、1911 年に山陰本線の駅が円山川の対岸にで

きてから渡船の運航が始まったとの説明がありましたが、実は江戸時代から渡船があった

とのこと。かつては玄武洞側には、川に沿った道路が整備されていなくて、川の西側の道路

が幹線道路となっており、現在の JR 玄武洞駅あたりからの渡船が便利だったのだそうです。 

玄武洞から川を下ると、有名な温泉地である城崎があります。ここは、旅館に泊まって、

町中にある温泉(外湯と呼ばれています)を巡って湯治をするのが一般的です。定休日とコロ

ナ禍で半分ほどの外湯が閉まっていましたが、2 つの温泉を楽しむことができました。 

 

 

 
天橋立桟橋にやってきた「かもめ 1」です。19 総トン

型で、建造は琵琶湖の杢兵衛造船です。船尾にオー

プンデッキがあります。天橋立沿いに航海して、12 分

で一の宮桟橋に到着します。 

 
「かもめ 1」の船内です。 



 
船の左舷からは家の 1 階が船置き場となってい

る「舟屋」が並んでいるのが見えました。近くの伊根

町は、舟屋がたくさん残っているので有名ですが、

この天橋立の内側の阿蘇海にも残っています。 

 

 
一の宮桟橋には、2 つの桟橋があり、計 4 隻のフリ

ートが停泊できます。写真の 2 隻は「かもめ 11」と「同

13」です。この2隻には屋上のオープンデッキがありま

す。 

 
 停泊中の「かもめ 3」で、「かもめ 1」と同型船です。 

 
 停泊する「かもめ 13」です。双胴船で、ブリッジが右

舷に寄っており、船首の左舷側にはオープンデッキに

登るための螺旋階段があります。 

 

 
一の宮桟橋に入港する「かもめ 11」です。「かもめ

13」の同型姉妹船で、19総トンです。 

 
「かもめ 11」のオープンデッキです。 



 
 一の宮の港からロープウェイで展望台に登ることが

でき、有名な股覗きをすると、天橋立が雲に登る竜の

ように見えます。同様の展望台が天橋立桟橋側にも

あります。 

 

 
 天橋立から 1 時間ほどのドライブで天然記念物の

「玄武洞」に到着しました。かつては玄武岩の採掘が

おこなわれていました。 

 
 この日は玄武洞渡し船は、修理中とのことで見られ

ませんでしたが、ミュージアムの中に同渡船の歴史の

説明がありました。 

 
 ミュージアムに置いてあった「玄武洞渡船」のパンフ

レットです。予約制の渡し船の他、1日 4回の「円山川

ミニ遊覧船」としての運航もしているそう。ミュージアム

の係員は、「2～3 日で修理は終わるので、また来てく

ださい!!」と明るく言われました。 

 

 

 


